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　去る6月5日から二日間、横浜市で、労働

者福祉中央協議会主催による全国研究集会

が開催されました。

　集会は、昨年度と同様に貧困問題が取り

上げられましたが、昨年の実態把握から

一歩進めて、貧困問題に取り組む各地域の

取り組みを含む「どうする日本の貧困問題！

求められる地域の役割とは？」と題して

開催されました。

　｢生活困窮者自立支援法」成立に関わった山崎史郎・前内閣官房地方創生総

括官からは「法施行三年目を迎え、任意事業である就労準備支援事業や家計相

談事業、学習支援事業を実施する自治体が増え、事業の重要性が認識されつつ

あるが、一層の強化が求められる。この共生支援の取り組みは、地域を活性化

する上で、地方創生という課題と一体的に考えられる

べきだ。」と指摘されました。

　子どもの貧困問題を取り上げた宮本みち子・放送

大学副学長は「一人親、特に母子家庭の子どもは複合的な困難を抱えており、

貧困の連鎖を断ち切る取り組みが求められる。」として、就学前の子どもの教育

保障や母子家庭における母親の就労支援や生活総合支援の必要性について強

調されました。

　その他、フードバンクの取り組みやホームレス支援、子ども食堂の取り組みなども紹介され、報告者から

は一様に、それぞれが単独ではなく、行政や社協、学校(子ど

も)、地域や自治会、労福協や労働団体などが連携して取り組

まれていて、またそれが重要であると指摘されました。

　これらの指摘は、それぞれの地域で取り組む上で、大いに

参考となる事柄であり、今後の取り組みに生かされると思え

る集会となりました。

共生支援は、地域の様々な
　人的資源のネットワークで取り組もう
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　6月14日、徳島県労働福
祉会館において徳島県労
福協第7回（通算45回）定
時会員総会が、理事・会員
等33名の出席のもと開催
された。
　河村副会長の開会挨

拶、総会成立宣言に続き、総会議長には田北光広徳島労
働安全センター専務理事を選出し、主催者を代表して川越
敏良会長が挨拶を述べた。
　続いて来賓の挨拶に移り、飯泉嘉門徳島県知事の代理
として梶本一夫商工労働観光部 労働雇用戦略課長、遠藤
彰良徳島市長の代理として吉岡健次徳島市経済部副部長
よりそれぞれ祝辞をいただいた。
　その後議案審議に入り、第1号議案2016年度事業報告
及び2016年度収支決算について」、第２号議案「2017年度
事業計画及び2017年度収支予算について」、第3号議案
「理事及び監事の退任及び選任について」が満場一致で
可決承認された。
　議案審議の後、退任理事、監事及び新任理事、監事が
挨拶を述べ、最後に議長が退任挨拶を述べた後、森本副
会長が締めくくり閉会となった。

１．公益事業
①調査研究事業(労働者福祉に関する調査研究)
②広報事業（ホームページ更改、共同デスク）
③地域ライフサポートセンター支援事業
④労働者福祉推進事業
（県民と働く者のとくしまフェスタ、労働者福祉メーデー、
労働者福祉推進アドバイザー養成講座、労働者福祉推
進委員会、各種セミナー・研修会の開催）
⑤ＮＰＯ・ボランティア支援事業
（労働安全衛生管理者養成講座、福祉ボランティア、国際
交流・貢献ボランティア、救援ボランティア）
⑥次世代育成支援のための職場環境整備事業
⑦徳島市労働者福祉対策事業
⑧定住外国人就労・社会参加促進事業
⑨若年者早期離職対策事業
⑩高齢者等の福祉の増進事業（福祉何でも相談ダイアル）
⑪地域若者サポートステーション事業
⑫若年者すだち（巣立ち）支援事業/あわ若年者すだち
（巣立ち）支援事業
⑬若年者等ケアサポート充実事業
⑭生活困窮者自立支援事業(パーソナルサポートセンターと
くしま、こまつしま生活自立支援センター、あなんパーソ
ナル・サポート・センター、鳴門市生活自立相談支援セン
ター「よりそい」)
⑮鳴門市被保護者就労支援事業
⑯生活･就労自立支援基金事業
（生活・就労自立支援基金運営委員会）
⑰職業能力開発講座事業（ジョブカレッジとくしま）
⑱就労支援相談事業（ジョブとくしま無料職業紹介所、仕

事なんでも相談室）
２．収益事業
①介護保険事業（居宅介護支援事業等・訪問介護）
②障がい者総合福祉事業(居宅介護・同行援護)
３．その他事業
<労福協独自事業>
①国際交流事業
②中期ビジョン推進事業
③政策制度改善事業
④相談支援事業
⑤各労働者福祉事業団体との連携事業
<連携事業>
⑥賀川豊彦関連事業
⑦国際交流支援事業
⑧反貧困・県民生活支援事業
⑨環境改善運動事業
４．管理事業
①法人管理事業（会員総会・理事会・企画委員会・事業委
員会・事務局会議）
②コンプライアンス推進事業（コンプライアンス推進室）

第７回(通算45回)定時会員総会開催

具体的活動の取り組み分野

〈2017年度 役員名簿〉

役 職 名 氏　　名 所　　属
会 長

副 会 長

専務理事
常務理事

　　

理　　事

　

監　　事

川 越 　 敏 良
森 本 　 佳 広
藤 岡 　 一 雄
寺 西 　 　 稔
林 　 　 善 章
兼 松 　 文 子
久 積 　 育 郎
福 本 　 　 純
大 地 　 　 均
梶 原 　 　 樹
山 藤 　 正 義
瀧 　 　 誠 司
境 　 　 泉 洋
奥 田 　 浩 次
藤 原 　 　 茂
豊 田 　 　 浩

公益社団法人徳島県労働者福祉協議会
日本労働組合総連合会徳島県連合会
全 労 済 徳 島 県 本 部
四 国 労 働 金 庫
公益社団法人徳島県労働者福祉協議会
公益社団法人徳島県労働者福祉協議会
公益財団法人徳島県勤労者福祉ネットワーク
一 般 社 団 法 人 徳 島 県 労 働 福 祉 会 館
全 徳 島 建 設 労 働 組 合
徳島県生活協同組合連合会とくしま生協
徳 島 県 退 職 者 連 合
う ず し お 法 律 事 務 所
徳 島 大 学
四 国 労 働 金 庫
税理士法人ディグレパートナーズ徳島
全 労 済 徳 島 県 本 部

【退任役員】
副会長  　河村　和男 （四国労働金庫）      
理　事　  国見  　 聖 （徳島県民間産業労働組合連合会）
理　事  　辻  　 博史 （一般社団法人徳島県就職支援機構）
理　事  　尾形  　 巧 （全徳島建設労働組合）
監　事    川原　佳子 （公益財団法人徳島県勤労者福祉ネットワーク）
【新任役員】
副会長  　藤岡　一雄 （全労済徳島県本部）
副会長  　寺西  　 稔（四国労働金庫）
常務理事　　兼松　文子（公益社団法人徳島県労働者福祉協議会）
理　事   　大地  　均 （全徳島建設労働組合）
理　事   　境　  泉洋（徳島大学）
理　事　  瀧　　誠司（うずしお法律事務所）
監　事　  豊田　　浩 （全労済徳島県本部）

2017年6月14日現在
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連　　合

　５月28日（日）ろうきんホールにて連合徳島

主催の「地域元気フォーラムinとくしまⅢ」を

開催。徳島県をはじめ経済団体、労働団体、マ

スコミから後援をいただき約100名が参加した。

　はじめに主催者を代表して森本連合徳島会長

が「地域フォーラムとしては、阿南で始まり３

回目の開催となる。今回はパネラーとして各界

よりご参加いただいている。中小企業が元気に

ならなければ地方が元気にならない。皆さんの

ご意見を参考にして徳島を元気にしたい」とあ

いさつ。次に来賓として朝日徳島県商工労働部

長、梅田経営者協会副会長の２名から挨拶をい

ただいた。

　続いて、安永連合副事務局長より「2017 春季

生活闘争～公正取引の推進、公契約条例の必要

性」と題した記念講演が行われた。安永副事務局

長からは、①2017 春季生活闘争においては、「底

上げ・底支え」「格差是正」「人への投資」「大手追

従の構造転換」「サプライチェーン全体で生み出

した付加価値の適正分配」の運動強化、②全国４

７都道府県において「地域フォーラム」を開催し

あらゆる立場の人と意見交換や課題解決に向け

取り組む、③地場中小企業が生き残っていくた

め「地域ブランド」をいかに外部に売り込むか、

④中小企業の持続的発展のために公契約条例の

制定が必要、と説明し「連合や労組が顔つなぎ役

となり経済団体・福祉団体・地域住民など集ま

ったフォーラムを通じ地域全体の活性化につな

げていかなければならない」と強調した。

　その後、ＮＰＯ法人壮生の中村昌宏理事長が

コーディネーターを務め、パネルディスカッシ

ョンを開催した。パネラーである佐々木雅信 :

（徳島県中小企業家同友会事務局長）、山内茂昭 :

（徳島県信用保証協会事務局長）、米澤和美 :（徳

島県社会労務士会会長）、安永貴夫 :（連合副事務

局長）、宮本武司 :（徳島県中小労働対策本部議

長）の５名は、現在の活動やそれぞれ立場で地域

が元気になるために実行している事例やこれか

らの展望について説明。

　最後に、まとめ報告として中村理事長が、①労

使協調でなく労使一体②創業支援（農業法人を

作るのも１つの方法）③女性登用④住み心地良

い県作り（働く・遊ぶ・学ぶ場所があり若者が

住み続けられる）⑤格差問題（労働分配率を明確

にする慣行作り）⑥労組の意義を社会全体で共

有すること、が重要ポイントであると締めくく

った。

地域元気フォーラムinとくしまⅢ報告



　徳  島  支  店　    ０８８-６２３-１１１１　池 田 支 店　０８８３-７２-０３９９　徳島北支店　０８８-６９８-１１１１
　徳島北ﾛｰﾝｾﾝﾀｰ　０８８-６９８-１１１２　阿 南 支 店　０８８４-２２-２１３２　鴨 島 支 店　０８８３-２４-３１１３
　徳島ﾛｰﾝｾﾝﾀｰ　     ０８８-６３４-１０００　                                        

※詳しい商品内容については、ホームページでご確認ください。

【徳島地区営業店のご案内】   詳しくは、下記徳島地区の営業店へお問い合わせください。

と　く　し　ま　労　福　協

ろ う き ん

（４） 2017年７月

http://www.shikoku-rokin.or.jp 761-2017-003

2017年 4月現在
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全 労 済

 たすけあいの想いから生まれた全労済は、今年で
創立 60周年を迎えます。日頃の感謝の気持ちを込め
て「感謝祭」を開催いたします。この機会に、全労済
の店舗へお越しください。皆さまのご来店をお待ちしています。

c7917006全労済徳島県本部（徳島県共済生活協同組合）

※1．プレゼントは 1世帯につき、いずれか 1点になります。なお、ご希望の商品でない場合があります。ピットくんストラップは 7月のみとなります。
※2．ご来店で加入いただいた場合に、いずれか 1点になります。（自賠責共済を除きます。）　※  写真はイメージです。

県内 全労済指定整備工場が 13工場となりました。

60周年記念ご来店プレゼント
6月1日（木）～7月31日（月）6月1日（木）～7月31日（月）

開催
期間
開催
期間

2017年2017年

（7月のみ） ででで

2017年７月（５）

県内13工場

●車検整備を受けられる際には、「全労済の組合員です。」とお申し出ください。
●バイク車検・整備は取り扱いのない場合があります。
●電話番号をお確かめのうえ、おかけ間違いにご注意ください。
●割引率、オイル代、代車等の料金については（工場によって内容に差があるため）
　事前に工場にご確認ください。
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勤労者福祉ネットワーク

◆第５回評議員会開催
　６月１６日、徳島グランヴィリオホテルにおいて勤労者
福祉ネットワーク第５回評議員会を、評議員９名、理事10
名出席のもと開催いたしました。
　久積育郎理事長が議長となり、評議員会成立宣言に続き、
冒頭のあいさつの中で 2016 年度事業の特徴点と 2017 
年度事業の関連性について次の7点をあげました。
①ファミサポ事業における、病児・病後児預かりを板野東
部ファミサポで開始したこと。
②中小企業サポート事業において、あわ～ず徳島が会員１
万人突破を果たしたこと。
③ソーシャルファンド「ハートフルゆめ基金とくしま」も
多くの寄付者の協力により非営利社会貢献型の団体を支
援し、新たな冠基金として「フードバンク・子ども食堂
育成基金」 を設置したこと。
④「健康とふれあいの森」では、ラフティング世界選手権プ
レ大会で、多くの人たちにバンガローを利用いただいた
こと。
⑤職場におけるメンタルヘルスのサポート窓口、「心の健康
相談室フォー・ユー」も非常に好評であること。
⑥結婚支援事業として「マリッジサポートセンター」の運
営を受託し、２組の成婚に結び付けたこと。
⑦関係する団体と連携を深め、超高齢化社会への対応とし
て、「一人暮らしを一人 ぼっちにさせない」ための事業
化に参画していること。
　などを紹介するとともに、 2017 年度事業の特徴点につ
いて示しました。

　また、今回の役員改選にあたり、特徴として、評議員・
理事にそれぞれ２名ずつの女性を新規登用し、また、理事の
中から若手の杉本を専務として選任することで、１０年先を
見据えた人事とした旨、説明をしました。
　続いて、議事に入り、≪第 1 号議案≫2016 年度貸借対
照表、損益計算書、貸借対照表及び損益計算書付属明細、
財産目録承認の件、≪第 2 号議案≫評議員改選の件、≪第 3 
号議案≫役員改選の件、についてそれぞれ提案、満場一致
で可決承認されました。

新役員体制は次の通り

役 職 名　　 氏　名　　　    　　　所　　　属

理 事 長　久積　　育郎　（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク 再

　　　　　柿内　　愼市　徳島県経営者協会  再

副理事長　川越　　敏良　（公社）徳島県労働者福祉協議会 再 

　　　　　朝日　　隆之　徳島県商工労働観光部 新

専務理事　杉本　　友好　（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク 新

常務理事　川原　　佳子　（公財）徳島県勤労者福祉ネットワーク 再

　　　　　三宅　　祥壽　徳島県町村会  再

　　　　　小泉　吉太郎　徳島県市長会  再

　　　　　脇田　　　亮　徳島県商工会連合会  再

理　　事　石井　　　一　徳島県商工会議所連合会 再

　　　　　寺西　　　稔　四国労働金庫  新

　　　　　藤岡　　一雄　全労済徳島県本部  新

　　　　　喜多條　雅子　NPO法人 Creer  新

　　　　　加渡　いづみ　四国大学短期大学部  新

　　　　　蔭山　　眞應　徳島県中小企業団体中央会 再

監　　事　森本　　佳広　日本労働組合総連合会徳島県連合会 再

　　　　　武田　　勝行　武田勝行税理士事務所 再

2017年6月16日現在
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地域ライフサポートセンターの活動

2017年７月（７）

徳島中央ライフサポートセンター

第８回定期総会を開催しました

　＊と　き　5月24日（水）18時から

　＊ところ　労働福祉会館502号室

　５月24日(水)18時から労館502号室にて第８回定

期総会を開催した。

　藤崎副会長の開

会あいさつの後、議

長には、四国労働

金庫梅岡代議員が

承認され、総会運

営・資格審査委員

には全労済徳島支店豊田代議員、総会書記に中山

書記が選出された。

　主催者を代表し宮本会長が「ライフサポートセン

ター設立から７年が経過しましたが、地域住民の

生活をサポートする地域福祉の拠点として、労福協

をはじめ労働・福祉団体や西部・南部のライフサ

ポートセンターとのネットワークを形成し、相談業務

や各種講演会の開催など地域に根ざした顔の見え

る幅の広い活動に取り組んでまいります。」とあい

さつした。　

　つづいて、来賓の徳島県商工労働観光部梶本労

働雇用戦略課長、連合徳島森本会長、徳島県労働

者福祉協議会林専務理事からそれぞれあいさつを

頂いた。　

　青山理事が祝電を披露し、豊田資格審査委員よ

り代議員総数29名中出席代議員21名（うち委任状

提出者３名）・役員18名中15名の出席があり総会

が成立していることを宣言をした。

　報告事項に移り、①2016年度活動経過報告②

2016年度会計報告を川西事務局長から一括報告、

また、③会計監査報告を谷本会計監査から報告が

あり、質疑の後、賛成多数で承認された。

　ひき続き、議事に入り、第１号議案2017年度活動

方針（案）、第２号議案2017年度予算(案)が執行部

（川西事務局長）から一括提案され、それぞれ賛成

多数で承認された。

　次に、第３号議案2017年度徳島中央ライフサポ

ートセンター役員の選出(案)について宮本会長より

提案され、満場一致で承認された。　　　

　そして、松本副会長の「本日承認頂いた新年度

の方針に基づき、役員一同新たな気持ちで「地域

福祉の拠点としての活動」に取り組んでまいりま

す。」と閉会あいさつし無事終了した。

徳島西部ライフサポートセンター

～第12回西部ＬＳＣ定期総会を開催～

　5月17日（水）18時より、大黒屋にて第12回徳島西

部ライフサポートセンター定期総会を開催しました。

　秋山副会長の挨拶に始まり、主催者を代表して

大西会長より「働く者の環境や雇用を守り、生活に

安心を取り戻す取組みが重要となってきています。

徳島西部ライフサポートセンターは働く者の拠り所

として、今後も相談活動など様 な々活動をしっかり

行っていきたい。」との挨拶がありました。

　徳島西部ライフサポートセンターでは、幅広い勤

労者層と地域社会に根ざす「労働と生活」をサポー

トする運動体としてこの

1年活動を展開してきま

した。その一例として生

活困窮者自立支援事業

の中の就労準備支援事

業を担ってきました。県、社会福祉協議会、東みよ

し町、つるぎ町などと連携を行い取り組んできまし

た。このように、ライフサポート事業を組合員や地

域に根ざした顔の見える運動として行ってきたとこ

ろであり、そして、2017年度も「目に見える運動」を

テーマに、私たちの運動を再点検、再構築していか

なければならないと考えています。

　2017年度予算も満場

一致で承認され、新役

員の方々からの挨拶が

ありました。最後に、小

谷副会長の閉会挨拶で

総会を終了しました。

徳島南部ライフサポートセンター

第７回徳島南部ＬＳＣ定期総会を開催

　６月１日（木）１８時か

ら、阿南市文化会館研

修室にて「第７回徳島

南部ライフサポートセン

ター定期総会」が開催

されました。

　坂東淳副会長（新日本電工）の開会あいさつか

ら始まり、宮田義文会長代理（ＪＰ労組）が、

「2005年８月、４団体が「ライフサポートセンターの

設置による勤労者の生活相談や支援のための拠

点づくり」について合意・確認した原点に立ち返り、

さらにその枠を超えたネットワークの形成に努め、

労働問題のほか、何でも相談、就業支援、福祉

サービス、各種生活応援運動、様々な保障の充実

など、幅広い取り組みを進めるという任務を再認識

しなければなりません。皆様のお知恵やご協力を

いただきながら４団体の連携をより一層緊密にす

ることで多様な活動と地域における安心システム

の構築に貢献することを目指していきます。」と力

強く訴えました。

　その後、2017年度の活動方針案、予算案、新役

員体制案も満場一致で承認され、森口芳洋副会長

（フレッセ阿南支部）による閉会挨拶、宮田会長

代理の「安心・共生の福祉社会実現に向けてガン

バロー」で、総会を無事に終了しました。

　引き続き勤労者の暮らしに関する不安を解消し

「ゆとり・豊かさ」を追及する、というライサポ設立

の原点を常に確固たる指針とし、管内労働者関係

各位のご理解と連携、

そしてご支援をいた

だきながら、その役

割を推し進めていき

ます。

＜徳島中央ライフサポートセンター役員＞ 2017年5月24日現在

役 職 名 氏　　名 所属団体
会 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

アドバイザー

宮　本　武　司
遠　藤　好　人
渡　邉　一　雅
新　居　良　雄
元　川　　　仁
松　本　光　弘
藤　崎　夏　男
尾　田　賢　治
板　東　喜代子
山　本　真　史
板　東　啓太郎
鴻　池　達　也
遠　藤　弘　也
青 山 広 樹
河　野　雅　博
坂　尾　直　也
谷　本　　　智
大　平　和　広
川　西　貞　之

徳 島 地 域 代 表
四 国 労 働 金 庫 徳 島 支 店
全 労 済 徳 島 県 本 部
フ レ ッ セ
徳島県勤労者福祉ネットワーク
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表
中 部 地 域 代 表
専 従
四 国 労 金 徳 島 北 支 店
四 国 労 金 鴨 島 支 店
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表
徳 島 地 域 代 表
中 部 地 域 代 表
N P O 法 人 壮 生
徳 島 地 域 代 表
北 部 地 域 代 表
専 従



徳島中央ライフサポートセンター

第８回定期総会を開催しました

　＊と　き　5月24日（水）18時から

　＊ところ　労働福祉会館502号室

　５月24日(水)18時から労館502号室にて第８回定

期総会を開催した。

　藤崎副会長の開

会あいさつの後、議

長には、四国労働

金庫梅岡代議員が

承認され、総会運

営・資格審査委員

には全労済徳島支店豊田代議員、総会書記に中山

書記が選出された。

　主催者を代表し宮本会長が「ライフサポートセン

ター設立から７年が経過しましたが、地域住民の

生活をサポートする地域福祉の拠点として、労福協

をはじめ労働・福祉団体や西部・南部のライフサ

ポートセンターとのネットワークを形成し、相談業務

や各種講演会の開催など地域に根ざした顔の見え

る幅の広い活動に取り組んでまいります。」とあい

さつした。　

　つづいて、来賓の徳島県商工労働観光部梶本労

働雇用戦略課長、連合徳島森本会長、徳島県労働

者福祉協議会林専務理事からそれぞれあいさつを

頂いた。　

　青山理事が祝電を披露し、豊田資格審査委員よ

り代議員総数29名中出席代議員21名（うち委任状

提出者３名）・役員18名中15名の出席があり総会

が成立していることを宣言をした。

　報告事項に移り、①2016年度活動経過報告②

2016年度会計報告を川西事務局長から一括報告、

また、③会計監査報告を谷本会計監査から報告が

あり、質疑の後、賛成多数で承認された。

　ひき続き、議事に入り、第１号議案2017年度活動

方針（案）、第２号議案2017年度予算(案)が執行部

（川西事務局長）から一括提案され、それぞれ賛成

多数で承認された。

　次に、第３号議案2017年度徳島中央ライフサポ

ートセンター役員の選出(案)について宮本会長より

提案され、満場一致で承認された。　　　

　そして、松本副会長の「本日承認頂いた新年度

の方針に基づき、役員一同新たな気持ちで「地域

福祉の拠点としての活動」に取り組んでまいりま

す。」と閉会あいさつし無事終了した。

徳島西部ライフサポートセンター

～第12回西部ＬＳＣ定期総会を開催～

　5月17日（水）18時より、大黒屋にて第12回徳島西

部ライフサポートセンター定期総会を開催しました。

　秋山副会長の挨拶に始まり、主催者を代表して

大西会長より「働く者の環境や雇用を守り、生活に

安心を取り戻す取組みが重要となってきています。

徳島西部ライフサポートセンターは働く者の拠り所

として、今後も相談活動など様 な々活動をしっかり

行っていきたい。」との挨拶がありました。

　徳島西部ライフサポートセンターでは、幅広い勤

労者層と地域社会に根ざす「労働と生活」をサポー

トする運動体としてこの

1年活動を展開してきま

した。その一例として生

活困窮者自立支援事業

の中の就労準備支援事
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業を担ってきました。県、社会福祉協議会、東みよ

し町、つるぎ町などと連携を行い取り組んできまし

た。このように、ライフサポート事業を組合員や地

域に根ざした顔の見える運動として行ってきたとこ

ろであり、そして、2017年度も「目に見える運動」を

テーマに、私たちの運動を再点検、再構築していか

なければならないと考えています。

　2017年度予算も満場

一致で承認され、新役

員の方々からの挨拶が

ありました。最後に、小

谷副会長の閉会挨拶で

総会を終了しました。

徳島南部ライフサポートセンター

第７回徳島南部ＬＳＣ定期総会を開催

　６月１日（木）１８時か

ら、阿南市文化会館研

修室にて「第７回徳島

南部ライフサポートセン

ター定期総会」が開催

されました。

　坂東淳副会長（新日本電工）の開会あいさつか

ら始まり、宮田義文会長代理（ＪＰ労組）が、

「2005年８月、４団体が「ライフサポートセンターの

設置による勤労者の生活相談や支援のための拠

点づくり」について合意・確認した原点に立ち返り、

さらにその枠を超えたネットワークの形成に努め、

労働問題のほか、何でも相談、就業支援、福祉

サービス、各種生活応援運動、様々な保障の充実

など、幅広い取り組みを進めるという任務を再認識

しなければなりません。皆様のお知恵やご協力を

いただきながら４団体の連携をより一層緊密にす

ることで多様な活動と地域における安心システム

の構築に貢献することを目指していきます。」と力

強く訴えました。

　その後、2017年度の活動方針案、予算案、新役

員体制案も満場一致で承認され、森口芳洋副会長

（フレッセ阿南支部）による閉会挨拶、宮田会長

代理の「安心・共生の福祉社会実現に向けてガン

バロー」で、総会を無事に終了しました。

　引き続き勤労者の暮らしに関する不安を解消し

「ゆとり・豊かさ」を追及する、というライサポ設立

の原点を常に確固たる指針とし、管内労働者関係

各位のご理解と連携、

そしてご支援をいた

だきながら、その役

割を推し進めていき

ます。

役 職 名 氏 　 　 名 所 属 団 体
会 長
会 長 代 理
副 会 長

〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃

書 記

宮　田　義　文
坂　東　　　淳
今　治　五百合
渡　邉　一　雅
森　口　芳　洋
川　原　佳　子
山　本　日出夫
葉　田　博　章
長　尾　真　司
谷　本　修　司
前　田　　　淳
新　田　洋　二
榊　　　一　美
丸　岡　義　謙
遠　藤　伸　輔
田　北　光　広
江　上　和　宏
清 水　 　昇
生 原 ひろみ

J P労組 徳島南支部
新日本電工労組 徳島支部
四国労働金庫 阿南支店
全 労 済 徳 島 県 本 部
フ レ ッ セ 阿 南 支 部
徳島県勤労者福祉ネットワーク
専 　 　 従
紙パ連合王子新労 富岡支部
四国電労　阿南火力支部
倉敷紡績労組 徳島支部
自治 労 阿 南 市 職 労 連
自 治 労 那 賀 町 職
自 治 労 美 波 町 職
全 国 一 般 柏 涛 会 支 部
阿 南 農 協 労 組
ＮＰＯ法人徳島労働安全衛生センター
新日本電工労組 徳島支部
自 治 労 徳 島 県 職
専 　 　 従

＜徳島南部ライフサポートセンター役員＞ 2017年6月1日現在

役 職 名 氏　　名 職　　場
会　　　長
副 会 長
　 〃 　
　 〃 　
事 務 局 長
理　　　 事
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　

〃
〃
〃

監　　　事
　 〃 　

大 西 　 茂
小　谷　博　文
渡 邊 一 雅
秋 山 光 夫
蔦 　 泰 見
南 　 馨
逸 見 秀 夫
赤 窄 政 治
山 下 芳 和
新　居　良　雄
辰 巳 麻 衣
近 藤 誠 志
三 木 玲 子
井 口 明 典
武 田 憲 明
鈴 木 圭 吾
小 泉 勝 文
矢 藤 寿 浩
満寿川　 　　 誠
中 川 陽 子

三好市職員労働組合連合会
四国労働金庫池田支店長
全労済徳島県本部専務執行役員
パナソニックヘルスケア労働組合四国支部
連 合 徳 島 専 従
日本郵政グループ労働組合徳島西支部
阿波みよし農協職員労働組合
四 国 交 通 労 働 組 合
四国電力労働組合池田支部
フ レ ッ セ
徳島県病院局職員労働組合三好病院支部
徳島県職員労働組合三好支部
徳島県職員労働組合美馬支部
美馬市職員労働組合連合会
つるぎ町職員労働組合
三好市職員労働組合連合会
東みよし町職員労働組合
パナソニックヘルスケア労働組合四国支部
美 馬農協職員労働組合
四国労働金庫労働組合徳島県支部池田分会

＜徳島西部ライフサポートセンター役員＞ 2017年5月17日現在



と　く　し　ま　労　福　協 2017年７月（９）

　労働福祉会館の第4回（通算47回）通常総会が

６月14日わーくぴあ徳島において開催され、会員、

役員他34名が出席しました。

　森本佳広理事の開

会挨拶で始まり、資格

審査および総会の成

立が宣言されました。

議長には徳島造船労

組の国見聖氏が選出され、その後、主催者を代表

して藤原学理事長が挨拶を述べました。

　続いて徳島県からの来賓祝辞が行われた後、議

案の審議に移り、第１号議案「2016年度事業報

告・決算報告及び監査報告に関する件」、第２号

議案「2017年度事業計画（案）及び収支予算（案）

に関する件」、第３号議案「役員改選の件」、第４

号議案「その他」について、すべて原案どおり可決

承認されました。この後、総会は一時中断して理事

会が開催され、その結果、理事長に藤原学氏が再

任されたことが報告されました。

　最後に、川越敏良理事の言葉により閉会しました。

特定非営利活動法人  壮　生
第9回通常総会を開催しました
　特定非営利活動法人壮生第9回通常総会を2017

年5月26日（金）にヒューマンわーくぴあ徳島におい

て正会員34名中28名の参加をもって開催しました。

中村昌宏理事長のあいさつに続き、来賓として（一

社）徳島県労働福祉会館藤原学理事長と、（公

社）徳島県労働者福祉協議会川越敏良会長より祝

辞をいただきました。また、NPO法人Creer様、

NPO法人徳島共生塾一歩会様並びに徳島腎臓病

協議会様から頂いた激励と連帯のメッセージを披露

しました。

　議事は、国見聖会員を総会議長に選出し、第1号

議案の2016年度事業報告及び活動決算報告並び

に監査報告、第2号議案2017年度事業計画（案）・

活動予算（案）、及び第3号議案、特定非営利活動

促進法の改訂に伴う定款の一部変更議案が全員

の賛成で承認されました。2017年度メイン事業とし

て、一人暮らし高齢者の暮らしサポートを行う「サ

ポート壮生」を創設し、一人暮らしを中心とする高

齢者を地域で支えるためのシステムを構築すること

と、会員拡大を確認して終了しました。

役員体制

役 職 氏　　名 現在の所属
理 事 長
副理事長
常務理事
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事
監 事

藤 原 　 　 学
久 積 　 育 郎
福 本 　 　 純
川 越 　 敏 良
藤 岡 　 一 雄
寺 西 　 　 稔
森 本 　 佳 広
豊 田 　 　 浩
奥 田 　 浩 次

徳 島 県 労 働 福 祉 会 館
徳島県勤労者福祉ネットワーク
徳 島 県 労 働 福 祉 会 館
徳島県労働者福祉協議会
全 労 済 徳 島 県 本 部
四 国 労 働 金 庫
日本労働組合総連合会徳島県連合会

全 労 済 徳 島 県 本 部
四 国 労 働 金 庫

わーくぴあ徳島

お申し込み・
お問い合わせは

高齢者同士の家事支援サービス機関
「助けたり 助けられたり」

が運営する

とくしま家事サポートセンター「サポート壮生」
特定非営利活動法人 壮  生

〒770-0942 徳島市昭和町3丁目 35番地 1
ヒューマンわーくぴあ2階（特非）壮生内

℡.088-625-6999 fax.088-625-5005

買物手伝い

掃除洗濯

役所手続き
代行

電器部品
取り替え

病院など
への送迎

庭の除草

その他
いろいろ

2017年6月14日現在
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